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2014（平成26）年度

講義 演習

国際マネジメント特殊研究Ⅰ 2 博（経営学）

2 4

2 4 博（経営学）

2 4

2 4

2 4 経営博

2

国際マネジメント特殊研究Ⅱ 2 4

国際会計・経営情報特殊研究Ⅰ 2 4

2 4

国際会計・経営情報特殊研究Ⅱ 2

国際経営環境特殊研究Ⅰ 2 4 休講

国際経営環境特殊研究Ⅱ 2

国際経営環境特殊研究Ⅲ 2 4 休講

  　　場合は，主指導教授による講義を２単位，さらに演習を３年間にわたり１２単位を修得すること。
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経営学研究科　国際経営専攻  博士後期課程  教育課程表（2010年度以降入学者に適用）

区
分

授　業　科　目
単位

担   任   教   員 備　　　　考

  １．学生は指導教授による講義を２単位，さらに演習を３年間にわたり１２単位修得すること。ただし，指導教授を２名とした

  ２．主指導教授が学生の研究上必要と認める場合には，学生は他研究科の授業科目を履修することができる。

  １．博士後期課程の修了要件は，博士後期課程に３年以上在学し，１４単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた

  　　上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。

  ２．博士論文の審査を申請し得る者は，博士後期課程において，所定の単位を修得し，必要な研究指導を受け，かつ，本研

  　　究科の指定する方法により外国語の学力に関する認定に合格した者に限る。
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  　 学生は専攻科目のうちから演習の指導を受ける科目（専修科目）を選び，当該科目の演習を担当する教員の研究指導を

　   受けるものとする。この選択した演習の担任教授を指導教授という。


